





























































































英米語 41 　 34 　 36 44 155
中国語 　  6     6     0      1 13
スペイン語     3     3     3      5 14
韓国語     3     1     1      0     5






















英米語 32 25 19 　18 　11 105
中国語    2    0    3    1    1 　　7
スペイン語    4    5    3    2    6 20 
韓国語    3    2    0    0    0  　5
国際コミュニケーション（IC） 10 12 3 4 5 34
　内訳：⑴ 留学生  （0）  （7）  （1） （2） （1） （11）
　　　　⑵ 日本人学生  （10）  （5）  （2） （2） （4） （23）
国際言語文化（ILC） 13 8 8 9 4 42
　内訳：⑴ 留学生  （0）  （2）  （2） （2） （3） （9）
　　　　⑵ 日本人学生  （13）  （6）  （6） （7） （1） （33）
　　　　インドネシア語  （2） （2）  （0）  （2）  （0）  （6）
　　　　タイ語  （1） （0）  （5）  （2）  （0）  （8）
　　　　ベトナム語  （2） （2）  （0）  （1）  （1）  （6）
　　　　ブラジル・
　　　　ポルトガル語
 （8） （2）  （1）  （2）  （0）  （13）
年度別合計人数 64 52 36 34 27 213
　表 1に示したように、2000年度から 2003年度までの 4年間で、英米語学
科の実習生を中心に 187名が履修している。さらに、表 2に示したように、
2004年度から 2008年度までの 5年間で 213名が履修している。2この中には、
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